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1.  平成24年3月期第3四半期の連結業績（平成23年4月1日～平成23年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年3月期第3四半期 2,107 △25.2 △651 ― △578 ― △459 ―

23年3月期第3四半期 2,816 13.9 △222 ― △149 ― △145 ―

（注）包括利益 24年3月期第3四半期 △516百万円 （―％） 23年3月期第3四半期 △231百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

24年3月期第3四半期 △110.32 ―

23年3月期第3四半期 △34.97 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

24年3月期第3四半期 6,805 4,652 68.4 1,117.84
23年3月期 7,427 5,211 70.2 1,251.91

（参考） 自己資本   24年3月期第3四半期  4,652百万円 23年3月期  5,211百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  

 現時点では平成24年３月期の期末配当については未定であります。今後の業績等を勘案し、開示が可能となった時点で速やかに開示する予定であります。 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

23年3月期 ― 0.00 ― 10.00 10.00
24年3月期 ― 0.00 ―

24年3月期（予想） ― ―

3.  平成24年3月期の連結業績予想（平成23年4月1日～平成24年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 3,000 △19.2 △850 ― △740 ― △630 ― △151.34



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  無  

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく
四半期連結財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる場合が
あります。 

4.  その他

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  無

② ①以外の会計方針の変更   ：  無

③ 会計上の見積りの変更   ：  無

④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 24年3月期3Q 4,191,801 株 23年3月期 4,191,801 株

② 期末自己株式数 24年3月期3Q 29,318 株 23年3月期 28,794 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 24年3月期3Q 4,162,820 株 23年3月期3Q 4,164,295 株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第３四半期連結累計期間における世界経済は、依然として景気の停滞が続いております。中国を中心とした新

興国など一部では成長を維持しておりますが、インフレ進行と金融引き締めを背景に成長率が鈍化しております。

 また、欧州における財政危機や信用不安の深刻化、さらには米国での景気回復の遅れや失業率高止まりなどによ

り、本格的な回復基調はみられず厳しい状況が続いております。 

 わが国経済におきましても、東日本大震災の影響による極めて深刻な打撃から徐々に持ち直しの傾向が見られた

ものの、円高、デフレの長期化に加え、タイの洪水に大きく影響を受け、回復の動きは鈍化したままで推移してお

ります。このため、企業業績の先行きは不透明感が強くなっており、厳しい事業環境となっております。 

 このような経済環境の中、当社グループが関連する業界におきましては、主力のデジタル放送関連、電波関連を

はじめ、民生家電及びＤＶＤ・ブルーレイディスク関連などの生産設備需要で設備投資が凍結、先送りされ、売上

は減少いたしました。 

 以上の結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は2,107百万円（前年同期比25.2％減）、経常損失578百万円

（前年同期は149百万円の経常損失）、四半期純損失459百万円（前年同期は145百万円の四半期純損失）となりま

した。 

  

 セグメントの業績につきましては、当社グループの事業が電気計測器の開発と製造、販売を行う単一のセグメン

トであるため、記載を省略しております。 

これに代わる売上高の品目別内訳及び地域別内訳は次のとおりであります。 

＜品目別内訳＞ 

① ビデオ関連機器 

 放送関連設備は国内及び米国において設備投資が先送りされ、民生設備関連も停滞して、売上は減少いたしま

した。 

 一方、中国をはじめとするアジアにおきましては、堅調に推移いたしました。  

 この結果、売上高は1,384百万円（前年同期比17.6％減）となりました。 

② 電波関連機器 

 2011年７月のアナログ放送停波による地上デジタル放送受信工事が一段落し、テレビの電界強度測定器の需要

が停滞いたしました。デジタル放送関連では、一部に需要が見られましたが、電子部品関連の生産設備が停滞

し、売上は減少いたしました。 

 この結果、売上高は351百万円（同39.4％減）となりました。 

③ 汎用計測機器 

  ＤＶＤ及びブルーレイディスク関連は景気停滞による設備投資の先送りにより、低迷したことから、売上は減

少いたしました。 

 この結果、売上高は128百万円（同52.9％減）となりました。 

④ その他 

 修理・部品等であり、特記すべき事項はありません。 

 この結果、売上高は243百万円（同13.9％減）となりました。 

＜地域別内訳＞ 

① 日本 

 日本国内におきましては、東日本大震災の影響による極めて深刻な打撃から徐々に持ち直しの傾向が見られた

ものの、円高、デフレの長期化に加え、タイの洪水に大きく影響を受け、回復の動きは鈍化したままで推移して

おります。このため、企業業績の先行きは不透明感が強くなっており、厳しい事業環境となっております。 

 このような状況の中、当社グループが関連する業界におきましては、放送関連で設備投資が先送りされ、さら

に民生家電、ＤＶＤ・ブルーレイディスク関連及びテレビの電界強度測定器の設備需要が停滞したことにより、

売上は減少いたしました。 

 この結果、売上高1,334百万円（同27.7％減）となりました。 

② 北米・中南米  

 主力の放送関連におきましては、米国内で景気回復の遅れや失業率の高止まりなどにより、設備投資が抑制さ

れております。 

 また、その他の国々におきましても、世界経済の先行きに対する不透明感により、設備投資は低調に推移して

おり、売上は減少いたしました。 

 この結果、売上高は389百万円（同21.3％減）となりました。 

③ アジア 

 中国をはじめとするアジアにおきましては、放送関連設備の需要が堅調に推移いたしましたが、電子部品関連

設備の需要が停滞し、売上は減少いたしました。 

 この結果、売上高は347百万円（同20.2％減）となりました。 

１．当四半期決算に関する定性的情報



④ その他 

 欧州における財政危機や信用不安の問題は深刻化してきており、放送関連設備に一時的な動きが見られたもの

の全般的には停滞し、売上は減少いたしました。 

 この結果、売上高は36百万円（同10.4％減）となりました。   

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

  資産、負債及び純資産の状況 

 当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ621百万円減少し、6,805百万円となりまし

た。減少の主な要因は、現金及び預金が642百万円減少したことなどによります。  

 負債合計は前連結会計年度末に比べ63百万円減少し、2,152百万円となりました。  

 純資産は、4,652百万円となり、自己資本比率は1.8ポイント減少し、68.4％となりました。 

    

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 今後の当社グループが関連する業界におきましては、円高、デフレの長期化などにより企業業績の先行きに不透

明感が広がっており、設備投資の凍結、先送りなど厳しい環境が続くものと思われますが、引き続きデジタル家電

のさらなる普及のための設備需要に経営資源を注力してまいります。 

 一方、中国をはじめとするアジアにおける放送関連の設備需要には、堅調な動きを見込んでおります。 

 また、引き続き話題の３Ｄ映像や高精細映像関連機器など、得意とするデジタル放送関連、映画産業関連に対応

する新製品の投入を軸として、国内外における販売体制の強化などを進め、受注・売上の拡大をはかるとともに、

徹底した経費削減と原価低減に当社グループ挙げて取り組むことにより、業績の回復を目指してまいります。 

 なお、平成23年10月28日に公表いたしました平成24年３月期（通期）の連結業績予想につきましては、変更して

おりません。  

   

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

 該当事項はありません。   

   

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

 該当事項はありません。   

   

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

 該当事項はありません。   

   

該当事項はありません。   

２．サマリー情報（その他）に関する事項

３．継続企業の前提に関する重要事象等の概要



４．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成23年３月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成23年12月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,947,374 2,304,601

受取手形及び売掛金 775,269 629,414

商品及び製品 283,564 469,480

仕掛品 175,266 239,382

原材料及び貯蔵品 319,883 383,510

未収還付法人税等 786 11

その他 46,435 68,105

貸倒引当金 △1,954 △1,421

流動資産合計 4,546,625 4,093,086

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 1,025,863 1,007,017

土地 970,157 967,395

その他（純額） 168,777 118,999

有形固定資産合計 2,164,798 2,093,412

無形固定資産 244,321 174,702

投資その他の資産   

投資有価証券 273,253 242,809

生命保険積立金 171,972 172,831

その他 28,672 30,857

貸倒引当金 △1,887 △1,887

投資その他の資産合計 472,010 444,610

固定資産合計 2,881,130 2,712,725

資産合計 7,427,756 6,805,811



（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成23年３月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成23年12月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 299,421 399,150

短期借入金 266,000 230,000

未払法人税等 12,280 8,097

賞与引当金 78,485 38,840

その他 202,578 193,663

流動負債合計 858,766 869,751

固定負債   

長期借入金 140,000 80,000

繰延税金負債 10,458 2,092

退職給付引当金 1,066,886 1,106,060

その他 139,948 94,907

固定負債合計 1,357,292 1,283,060

負債合計 2,216,058 2,152,812

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,163,233 1,163,233

資本剰余金 1,272,297 1,272,297

利益剰余金 3,177,437 2,676,583

自己株式 △32,517 △32,712

株主資本合計 5,580,449 5,079,401

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 12,046 △14

為替換算調整勘定 △380,798 △426,388

その他の包括利益累計額合計 △368,751 △426,402

純資産合計 5,211,697 4,652,999

負債純資産合計 7,427,756 6,805,811



（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
（四半期連結損益計算書） 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年12月31日) 

売上高 2,816,204 2,107,561

売上原価 1,558,461 1,278,694

売上総利益 1,257,743 828,866

販売費及び一般管理費 1,480,708 1,480,471

営業損失（△） △222,964 △651,604

営業外収益   

受取利息 4,440 3,151

受取配当金 2,894 4,435

受取家賃 6,459 5,272

助成金収入 66,078 65,396

貸倒引当金戻入額 － 203

その他 5,623 5,322

営業外収益合計 85,496 83,781

営業外費用   

支払利息 5,800 4,390

為替差損 5,268 3,297

その他 627 3,115

営業外費用合計 11,696 10,803

経常損失（△） △149,165 △578,626

特別利益   

貸倒引当金戻入額 263 －

固定資産売却益 7,219 127,408

特別利益合計 7,483 127,408

特別損失   

固定資産売却損 2,837 －

固定資産除却損 101 797

投資有価証券売却損 － 1,319

減損損失 4,230 －

特別損失合計 7,170 2,116

税金等調整前四半期純損失（△） △148,851 △453,334

法人税、住民税及び事業税 6,369 5,888

法人税等還付税額 △6,328 －

法人税等調整額 △3,277 －

法人税等合計 △3,235 5,888

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △145,616 △459,223

四半期純損失（△） △145,616 △459,223



（四半期連結包括利益計算書） 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年12月31日) 

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △145,616 △459,223

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △8,533 △12,060

為替換算調整勘定 △77,617 △45,590

その他の包括利益合計 △86,151 △57,650

四半期包括利益 △231,767 △516,874

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △231,767 △516,874

少数株主に係る四半期包括利益 － －



 該当事項はありません。   

当第３四半期連結累計期間（自平成23年４月１日 至平成23年12月31日） 

 当社グループの事業は電気計測器の開発と製造、販売を行う単一のセグメントであるため、記載を省略してお

ります。   

   

 該当事項はありません。  

 該当事項はありません。   

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）セグメント情報等

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

（６）重要な後発事象
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